
キャベツ
嬬恋村（つまごいむら）

などを中心に栽培され
ており、収穫量は全国
の20％を占めている。
（収穫量全国１位）

群 馬 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

群馬県は、県土の約３分の２を丘陵山岳地帯が占め、変化に富んだ地形を
なしている。平坦地域では年間日照時間が長く、特に冬季には「からっ風」
と呼ばれる北西の季節風が強く吹き、乾燥した天気が続く地域である。

利根川水系などの豊富な水資源や、大きな標高差の中に耕地が分布する等
の恵まれた自然条件、大消費地に近いという有利な立地条件を活かし、多彩
な農業が展開され、野菜や畜産（豚、生乳）などの産地となっている。

こんにゃくいも
群馬県の基幹作物で、収穫

量は全国の95％を占めている。
新商品の開発や輸出に積極
的に取り組んでいる。
（収穫量全国１位）

うめ
県西部の高崎市榛名地区、

安中市秋間地区及び箕郷
地区を中心に産地が形成さ
れている。
（収穫量全国２位）

きゅうり
県東部地域を中心に栽培

されており、収穫量は全
国の10％を占めている。
（収穫量全国２位）

ほうれんそう
年間を通して晴天が多く、

県内各地で施設・露地栽
培が盛んである。
（出荷量全国２位）

豚
県中部、東部地域を中心

に飼養され、全国有数の飼
養頭数を誇っている。
（飼養頭数全国４位）

生しいたけ
県西部地域では特に原木

による栽培が盛んである。
（生産量全国４位）

繭
富岡製糸場と絹産業遺産

群が世界遺産に登録され、
シルク製品が注目されて
いる。
（生産量全国１位）

ねぎ
秋冬ねぎを中心に栽培され

ている。また、下仁田ねぎ
は県西部地域の特産品とし
て栽培されている。
（収穫量全国５位）

群馬県の産業構造は、製造業の割合が高く、高い技術力をもった企業が多
い。県内の上位産業を生産額でみると、自動車製造業をはじめとする「輸送
用機械器具製造業」の割合が最も高く、次いで「食料品製造業」となってい
る。

特産物のこんにゃくいもは、全国収穫量の95％を占め、群馬県の中山間地
域における基幹作物となっており、関連産業（製粉、加工、流通）も含め、
地域経済に大きな役割を果たしている。また、キャベツ（嬬恋村など）の収
穫量が全国１位、ほうれんそう（東部・利根沼田地域）、きゅうり（中部・
東部の平坦地域）の収穫量は全国２位となっている。

畜産は、乳用牛・豚のいずれも飼養頭数が全国で５位以内に入るほど盛ん
である。

花き（バラ、カーネーション（鉢物）等）は、平坦地から中山間地まで、
地域の特性に応じた品目の栽培に取り組んでいる。

輸出では、和牛が、ヨーロッパ、アジア、アメリカ等多くの国・地域に輸
出されている。こんにゃく製品は、近年、健康志向の高まりを受け、各国・
地域への輸出が伸びている。

令和５年版

県農政の基本指針である「群馬県農業農村振興計画2021-2025」に基づき、
基本目標「未来へ紡ぐ！豊かで成長し続ける農業・農村の確立」に向けて、
成長産業として農業の持続的な発展を促進する「産業政策」と、農業・農村
の有する多面的機能の発揮や農村の持続的な発展を促進する「地域政策」を
車の両輪として推進する。

本県の農業と農村が持つ可能性を最大限引き出し、未来に向けて農業者が
元気に躍動し、持続的に発展することを目指す。

生乳
赤城山麓（県中部地域）を

中心に乳用牛が飼養されて
おり、全国有数の生産量を
誇っている。
（生産量全国５位）



群 馬 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

出典：群馬県農業農村振興計画2021-2025【基本計画】を基に作成

吾妻（あがつま）地域

【農畜産物】キャベツ、こん
にゃくいも、鶏卵、はくさい、
べにばないんげん、えだまめ、
スプレーギク、スイートコーン
【林産物】えのきたけ
【水産物】にじます、いわな、
やまめ

利根沼田地域

【農産物】りんご、こんにゃ
くいも、レタス、ふき、うど、
トマト、えだまめ、ブルーベ
リー、ほうれんそう、シクラ
メン
【林産物】生しいたけ
【水産物】にじます、いわな、
やまめ

東部地域

【農畜産物】きゅうり、なす、
ねぎ、水稲、やまのいも、ほ
うれんそう、肉用牛、豚、は
くさい、シクラメン、あじさ
い（鉢もの類）
【林産物】生しいたけ
【水産物】ふな、にじます、
やまめ

中部地域

【農畜産物】豚、生乳、肉用
牛、鶏卵、水稲、きゅうり、
ほうれんそう、えだまめ、小
麦、トマト、繭、バラ（切り
花類）、ブルーベリー、こん
にゃくいも
【林産物】生しいたけ
【水産物】こい、あゆ、にじ
ます、やまめ

西部地域

【農畜産物】うめ、ねぎ、なす、
いちご、日本なし、繭、鶏卵、
プラム、こんにゃくいも
【林産物】生しいたけ、なめこ、
まいたけ
【水産物】にじます、いわな、
やまめ、こい



出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和４年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和４年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点）」（国
土交通省国土地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和３年度版）」

ha ha

全国順位

全 国 全国順位

人 1,363,038 人

群 馬 県

集積率

荒廃農地面積 8,899 259,502

22

担い手への集積面積 ha 22

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は６万4,900haで全国19位。うち田が２万4,200ha、畑が４万700ha。
・農業経営体数は２万298経営体で全国25位。うち法人経営体が739経営体で13位。
・認定農業者数は4,633経営体で全国20位。うち法人が635法人で16位。

ha

ha

ha

普通畑

全国順位

21

16

29

5

9

32

19

牧草地

樹園地

畑

田

区 分 群 馬 県 全 国

耕地面積

耕地面積

64,900 ha 4,325,000

1,123,000

2,352,000

区 分 群 馬 県 全 国

1,973,000

参考）総土地面積

ha

ha

ha

ha636,228

1,120

2,790

36,800

全国順位全 国区 分

11

ha

ha

ha

ha

ha

ha

591,300

出典： 「令和３年度の都道府県別の荒廃農地の発生状況」

37,797,356

258,600

担い手への農地の集積状況

40,700

24,200

％

2,560,109

58.9 ％41.6

27,406

群 馬 県

ha

17

25

13

基幹的農業従事者数 27,832

農業経営体数

集落営農

経営体

42,275

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和４年２月１日現在）」

出典：

32

17世帯

集落営農

55,830,154

14,364

23

人 822,144 人 23

65歳以上

女

男 16,773

11,059

19,060 24

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 68.5 -

人 948,621 人

人 540,894 人 23

69.6 ％

1,939,110参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 20

人 126,146,099 人 18

法人 27,974 法人 16635

4,633 経営体 222,442

群 馬 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

群 馬 県区 分

20,298

739

19,405

117

805,252参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

全 国 全国順位

25

経営体

経営体

戸

戸

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和５年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順



6 ＊
経営体数 20 経営体 1,180 経営体 14 ＊

3,992 百万円

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

農家レストラン
総額 719 百万円 30,336 百万円 17 ＊
事業体数 30 事業体 1,260 事業体 13 ＊

4,990 経営体

1

1

2

出典： 「作物統計」、「蚕糸業をめぐる事情 令和４年７月」（群馬県蚕糸園芸課調べ）、「野菜生産出荷統計」、
「果樹生産出荷統計」

1,485,000

551,300

t

R3

R2

R3収穫量

収穫量

収穫量

90

t 96,600 t 2

2

2

2

わけぎ

1,046,385

21,500 t

総額

総額

収穫量 R4 3,680

2ふき

210,500

収穫量 R3

事業体数

全 国

15麦類

110

百万円
事業体

収穫量

農家民宿

出典： 「令和３年生産農業所得統計」

ブロイラー

鶏卵

億円

25,395
620

31,188
950

農産物直売所9,364 億円

6

4

869

百万円億円 192
260

5,470 12

総額

億円

3,740 17 ＊

億円 百万円総額 1,570

13

加工農産物 1 億円

6

31549

＊

8

億円

億円

億円

肉用牛

乳用牛

生乳

豚 468

255

億円

12その他畜産物

t収穫量

t 8,420

6

24

6

27

21

R3

918 t

t 698 t

R2 247 t 2,268 t

区 分

13

6

農産加工

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 群 馬 県 全 国

49,200

21

292,000

288

53,900

t

t

t

t

t

t 1,090

億円

億円

218 億円

億円

9,222 億円

34,048 億円

億円

億円

257

201

167

1,158

億円

億円

8,232

6,360

79

雑穀

豆類

いも類

野菜

花き

果実

その他作物

53

1,727

億円

587

2,404

9

71

億円 1

億円

億円

億円

709 億円

21,467 億円

9,159 億円

697 億円

2,358

億円

億円

億円

億円

億円

億円 億円

1

78

t61繭

群 馬 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は2,404億円で全国12位。うち野菜が891億円、豚が468億円、生乳が218億円、肉用牛が167億円、米が110億円。
・農畜産物の生産状況は、こんにゃくいも、繭、キャベツ、モロヘイヤが全国１位、きゅうり、ほうれんそう、うめ、ふき、わけぎ、ブ
ルーベリーが２位。
・農業生産関連事業は、農産物直売所の年間販売金額が312億万円で全国９位、事業体数は950事業体で５位。

区 分 群 馬 県 全 国 全国順位

農業産出額 tこんにゃくいも R4

農業産出額

収穫量 51,900t12億円 88,384

億円

億円

鶏

R2

5 ＊

13

27 きゅうり

ブルーベリー

キャベツ

モロヘイヤ

ほうれんそう

うめ

収穫量

3,306

30,550
百万円
事業体
百万円

32,634 百万円
事業体

米

43

億円 13,699 億円 36 R3生産量

億円工芸農作物

畜産

2

7,861

14

1

891

群 馬 県

15

4

14
21
9
5
7

経営体経営体数
観光農園

全国順位

事業体数 22,680 事業体

953,268 百万円



54,521生産量 ｔ

広葉樹

972

ひらたけ 生産量

生産量なめこ

1,281

千㎥

ｔ

1,759

71,058

群 馬 県

製材工場数

3,892

出典： 「令和３年木材需給報告書」、「令和３年特用林産基礎資料」

26

工場 29

全国順位全 国区 分 群 馬 県

78

68.3

まいたけ

21,847千㎥

千㎥

生しいたけ

素材生産量

24,063

生産量

全 国

4,463

5,456.6

全国順位

林野面積

林業産出額

億円

群 馬 県 の 林 業

林産物の生産状況

全 国 全国順位

・林業産出額は68億円で全国24位。うち木材生産が28億円、栽培きのこ類生産が40億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国25位、生しいたけが４位、まいたけ、なめこが６位、ひらたけが８位。
・製材工場数は、78工場で全国26位。国産材のみ入荷工場は67工場で21位。

20,088

群 馬 県区 分

億円

億円

25 ＊

25

林業産出額

針葉樹 千㎥

区 分

240

252 千㎥

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

区 分

76

34,001 経営体

経営体

群 馬 県 全 国 全国順位

4,093 21経営体法人経営体

ha

3,254.1

ha 21

国有林

ha

林業経営体数

31

7,153,338 9

人工林面積
出典：

民有林

10,133,111

39.6 2,091.6

木材生産

区 分

出典： 「令和３年林業産出額」

24,770,201

群 馬 県 全 国 全国順位

26 ＊

億円

億円栽培きのこ類生産

林業経営体数

億円

33経営体

176,816

178,537 ha

ha 25

ha

ha

「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

230,561 ha 17,616,863

28.3

358

林野面積

409,098

出典：

工場数 工場

製材用素材の入荷があった工場数

3,138 工場

3,948 工場

72

「令和３年木材需給報告書」

21

国産材と輸入材 5 工場 607 工場 35

国産材のみ 67 工場

工場

24

11

8

ｔ

ｔ

ｔ

6

12

4,103

35 ｔ

ｔ

26 ＊

4

6

千㎥

ｔ



＊
- ＊
- ＊
- ＊

全 国 全国順位

総額

水産加工

百万円

5,553 百万円

29 ＊

38

全国順位

ふな 2 ｔ 109

-

…

事業体

漁業就業者数

出典：

海面漁業経営体数

人 151,701

ｔ

ｔ

51,757 ｔ

ｔ -

926,641 ｔ

人

ｔ

内水面漁業・養殖業生産量 276 ｔ

…

2

群 馬 県

百万円 - ＊
事業体数 … 事業体 430 事業体 - ＊

全 国

人

人

出典： 「令和３年漁業・養殖業生産統計」

経営体

経営体

…

区 分
134,186

12

全 国群 馬 県

ｔこい 78

事業体

経営体

経営体

-

… 百万円
…

事業体数

事業体 820
… 百万円 32,443総額
… 事業体 1,470

ｔ

内水面漁業漁獲量

億円

人

-

-

海面養殖業収獲量

- ＊
漁家民宿

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

全国順位

水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女

区 分

隻

132,201

-

経営体

…

…

隻

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

事業体数

区 分 群 馬 県 全 国

漁船隻数

百万円 170,100

経営体数 …

…
-人 17,515

総額

百万円 9,696
800経営体

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

漁家レストラン
総額 …

・内水面漁業経営体数は39経営体で全国30位。
・水産物の生産状況は、内水面漁業漁獲量のふなが２tで全国12位、内水面養殖業収穫量のこいが78tで全国４位。

全国順位

全国順位

4,163,072

3,236,431

漁船隻数

…

隻

-

69,920動力漁船

隻

- ＊

…

内水面養殖業収獲量

ｔ

- ＊

ｔ

漁業経営体数

79,067

区 分

ｔ

群 馬 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

274

群 馬 県 全 国 全国順位

-…

4,77239 30

水産物の生産状況漁業産出額

内水面漁業経営体数
17 ＊

12,103
「令和２年漁業産出額」

区 分

群 馬 県

海面漁業・養殖業産出額 億円

群 馬 県 全 国

- ＊百万円

4ｔ2,064

…

区 分

32,854 ｔ

18,904

海面漁業・養殖業生産量 … ｔ



群 馬 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等

本県の野菜の重点品目である「夏秋なす」が、農林水産省が公表する令和３年産「野菜生産出
荷統計」において、出荷量６年連続日本一を達成した。
県産なすは、無加温ハウスを利用した半促成栽培（３月～７月出荷）と、露地栽培（７月～11

月出荷）により、長期にわたり出荷されている。
露地なすは、新規栽培者が取り組みやすい品目として平坦地から中山間地まで県内各地に産地

が形成されており、栽培管理を徹底して約５か月間収穫している。
県では、栽培技術の向上や施設・機械の導入、販売消費の拡大等の取組を支援。
また、旬の野菜産地を紹介する動画を発信し、ＰＲ活動を強化している。

「夏秋なす」６年連続日本一

露地栽培（７月～11月）

農業のグリーン化

「群馬県みどりの食料システム基本計画（令和５年３月）」を策定

「環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法
律（みどりの食料システム法）」に基づき、県と市町村とが共同で、本県農業が環境と調和しな
がら持続的に発展させる「農業のグリーン化」の推進方針として、「群馬県みどりの食料システ
ム基本計画」を令和５年３月に策定しました。

基本計画の推進方向（農業のグリーン化）
（１）土づくりと化学肥料・化学合成農薬低減に資する取組推進

化学肥料・化学合成農薬の過剰な施用に伴い発生する水質汚濁や土壌の地力低下、生物多
様性の減少等の環境負荷の低減を図るため、土づくりと化学肥料・化学合成農薬の使用量の低減
に資する取組（化学肥料・化学合成農薬を使用しない有機農薬も含む）を推進する。

（２）温室効果ガス排出量削減に資する取組推進
農作業機械や施設園芸の加温設備等における燃油使用に由来する二酸化炭素、農地土壌や

家畜排せつ物の管理等、農業等の事業活動に伴って発生する温室効果ガスの排出量の削減に
資する取組を推進する。

（３）環境負荷低減が期待できる新技術や革新的な技術等の導入促進
環境と調和のとれた農畜産物の安定生産・安定供給を図るため、既存技術を活用した環境

負荷低減の取組を進めるとともに、さらなる環境負荷低減が期待できる新技術や革新的な技
術の導入促進を支援する。

（４）持続可能な食と農の地域循環システムの実現
有機農業を含む環境保全型農業に関する意識啓発、食育や地産地消の取組を推進し、エシ

カル消費を広めるとともに、加工・流通・販売業者等との連携を強化して、農業者のみなら
ず地域内外の住民を巻き込み、生産から消費まで一貫した地域ぐるみによる取組を進める。


